





























次のステップとしては，MGH での medical record number の取得です。直接海外に電話して手続きしなけ
ればならず，とても緊張したことを覚えています。ここでは基本情報（国籍，宗教，保険，かかりつけ医，
緊急連絡先等）を電話で聴取されます。さらに現地では MGH の Healthcare Center で健康状態のチェッ
ク，面接を行い，さらに computer による教育システム，CAP training というものを行い，修了証をプリ

















MGH の麻酔科でお世話になりました。MGH の手術室は９０あり，麻酔科スタッフは resident,staff，非常
勤含めざっと３００人くらいいます。したがって全員が同時に会って話すことは難しいので基本的には











くらいまで下げる）を行っていました。手術後 ICU に患者さんが運ばれるわけですが，cardiovascular ICU
だけで一つのフロアと専任のナースプラクティショナー（医師に近い医療行為ができる）が常駐しており，
医師から引き継ぎを行っていました。手術室内では専属の看護師２～３人，心臓外科医師１人～２人＋

















また，MGH の研究施設では ID を持っていれば参加できるレクチャーも数多く開催されていました。ま
だ論文として publish されていない内部情報の講演から，複数回にわたるレクチャー，はたまた治験の募集
まで，いろいろとエレベーター前に貼りだされていました。研究所内は病院以上にセキュリティが厳しく ID
は常に身につけなければなりません。中央一階には食堂，隣にテラスのような感じになっておりさまざまな
分野の専門家の議論の場となっています。
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６．学んだこと
何を学び持ち帰って来れるかも大事だと思うので，MGH のシステムから有用だと思われる点について，
経験の浅い若輩者ですが報告させていただきます。日本の方が優れている点も多いのですが，やはりアメリ
カから学ぶべきところもあるように思いました。
〈病院の中央集権体制〉
議論のある部分ではありますが，少なくとも医療者の負担は減り，運営の効率も良いようです。しかし一
方で，簡単にどこの病院にもアクセスできて良質な医療が安く受けられる日本の医療も誇りに思いました。
また，熱傷センター（子供の重度熱傷は無料で治療）や救命救急センター，がんセンター等，多くの拠点が
存在し，人材，技術の集約化を図っているように感じました。
〈臨床と研究の両立〉
MGH はフルタイムの臨床医からフルタイムの研究者までそろえており働き方はさまざまです。また，ア
メリカのグラントは億単位（NIH の RO１など）で世界各国から研究者が集まってきます。アメリカではい
くら地位のある方でもいい研究をしなければ簡単にグラントは断ち切られるシビアな世界ですが，逆に，若
くて実績のない研究者でもいい研究やアイデアをだせばチャンスがあるそうです。もちろん研究の成果はア
メリカの財産になります。しかしこれは人材流出，特許などの点で日本にとって不利益なことも多いと思い
ます。臨床から生まれる研究というのは多く，しかもそれができるのが医師の強みでありその体制を日本も
整えていく必要があると思います。
〈議論がしやすい雰囲気〉
定期的に講演が行われていて，活発に議論がなされていました。自分が参加した招待講演ではカナダから
きた有名な先生が麻酔と脳血管障害の関係について発表されていましたが，質疑応答で MGH の先生方から
かなりシビアな意見も言われていました。さすがアメリカ，議論に関しては遠慮がないです。MGH 関連施
設の食堂前はテラスのようになっており，専門分野の異なる人同士が連携，議論を行いやすい環境となって
いました。また，ベテランでも専門外のことは若手にも聞くなど，非常に「知らないこと」に対してポジティ
ブな姿勢でした。
〈キャリアの多様性〉
メディカルスクールの制度から違うので当然と言えば当然ですがいろんな職種を経験した人がおられま
す。オリンピック選手が医師になった例も聞いたことがあります。いろんなキャリアの人とかかわることで
周りも成長できるように感じました。
〈絶対評価の重視〉
お話を聞く限り競争は激しいですが相対評価というより絶対評価が多い印象です。専門医試験も難しいで
すが，その分取得すればしっかり評価を得られます。professor の人数制限もありません。グラントの審査
についても厳格に内容で行われているようです。評価といえば，メンターアワードを受賞した先生の祝勝
パーティーがあり参加させてもらいました。
７．後輩のみなさんへ
重要だと思う点を述べておきます。
・準備が勝負：どれだけ準備をしたかで実習の充実度が決まると思います
・早め早めに行動：準備に予想以上に時間がかかります
・とにかく英語は大事：もっとやっておくべきだったと反省しました
・謙虚に，学ぶときは前のめりで：挨拶やお礼はしっかり，質問などがあれば積極的に
・周囲の動向ばかり気にしない：海外実習を行う学生は少数派ですが，皆行ってよかったと言っています
し，「やらない後悔よりやって後悔」です
８．最後に
繰り返しになりますが，今回海外実習をサポートしていただいた先生方，家族，友人には本当に本当に感
謝しております。自分のやりたいことだけのために，多くの方に支えていただきました。それに応えるため
にも，もちろん自分のためにも精一杯学んできたつもりです。海外に行って得るものは多く，これからもこ
の海外臨床実習が続き，後輩のみなさんが多くを学んで帰ってくることを願っています。
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〈思い出写真〉
独立記念日 ホエールウォッチングにて
ハーバード大学卒業式 独立記念日前日：教会のまえで
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